
　
住
民
同
士
が
つ
な
が
り

を
持
ち
、
新
た
な

一
歩
を

踏
み
出
し
、
新
し
い
楢
葉

町
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う

と
、
町
民
有
志
を
中
心
に

続
け
て
い
る
交
流
イ
ベ
ン

ト

「ナ
ラ
ノ
ワ
祭
」
の
第

５
回
が
７
月
31
日
、
い
わ

き
市
の
楢
葉
町
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
空
の
家
で
行
わ

れ
た
。

　
１
本
１
本
の
葉
脈
が
１

枚
の
楢
の
葉
を
つ
く
る
よ

う
に
、
１
人
ひ
と
り
が
手

を
取
り
合
い
、
楢
葉
町
の

活
性
化
、
心
身
の
本
当
の

復
興
を
目
指
そ
う
と
、
佐

藤
努
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
団
体

「ナ

ラ
ノ
ハ
」
が
運
営
。
ナ
ラ

ノ
ハ
郷
土
料

理
の
振
る
舞

い
や
、
首
都

圏
在
住
者
を

対
象
に
し
た

ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
な
ど

を
仕
掛
け
て

き
た
。

　
約
４
か
月

ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
今
回
は
、
ガ
ー

デ
ン
カ
フ
ェ
地
蔵
庵

（楢

葉
町
山
田
岡
）
の
高
原
あ

か
ね
さ
ん
と
、
千
葉
県
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
坂
本
タ
ク
ヤ
さ
ん
の
ラ

イ
ブ
や
、
仮
設
住
宅
婦
人

会
の
有
志
に
よ
る
弁
当
販

売
、
T
シ
ャ
ツ
な
ど
オ
リ

ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
作
り
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
を
開

催
。
温
か
な
雰
囲
気
の
中
、

集
ま
っ
た
町
民
た
ち
の
笑

顔
が
弾
け
て
い
た
。

　
広
野
町
の
二
ツ
沼
総
合

公
園
を
会
場
に
す
る

「
ひ

ろ
の
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
」
の

今
シ
ー
ズ
ン
第
１
回
目
が

７
月
31
日
行
わ
れ
た
。
強

い
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

中
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
が
集
い
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

　
同
フ
ェ
ス
は
、
27
年
度

「新
し
い
東
北
」
先
導
モ

デ
ル
事
業

「双
葉
八
町
村

に
春
を
呼
ぶ
！
広
野
わ
い

わ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（広

野
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
）
の

活
動
の

一
環
と
し
て
、
復

興
庁
の
支
援
を
元
に
昨
年

ス
タ
ー
ト
。
い
わ
き
の
「
ア

リ
オ
ス
パ
ー
ク
フ
ェ
ス
」

と
同
様
に
、
飲
食
の
ケ
ー

タ
リ
ン
グ
、
ア
ー
ト
作
品
、

手
作
り
雑
貨
を
中
心
に
し

た
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
幅
広

い
年
代
が
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
い
て
い

る
。

　
今
回
は
、
飲
食
や
雑
貨
、

農
産
物
な
ど
、
全
1
店
舗

が
出
店
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ

ー
ス
で
は
、
お
目
当
て
の

品
を

買

い
求

め
、
店
主
と
の

会
話
を
楽
し
む

人
の
姿
も
見
ら

れ
た
。
ラ
イ
ブ

ス
テ
ー
ジ

で

は
、
５
組
が
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
、
音
で

来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

　
次
回
は
９
月

25
日

（日
）
に

開
催
。
問
い
合

わ
せ
は
実
行
委

員
会
h
i
r
o
n
o
.
p

a
r
k
f
e
s
@
g
m
a

i
l
.
c
o
m
ま
で
。
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　今シーズン初の
ひろのパークフェス

ショップにパフォーマンス
 二つ沼公園で開催

19
の
シ
ョ
ッ
プ
で
に
ぎ
わ
っ
た

新
鮮
な
地
元
野
菜
が
人
気

演
奏
す
る
坂
本
さ
ん
㊧
と
高
原
さ
ん

婦
人
会
有
志
の
恒
例
の
弁
当
も
好
評
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川
内
村
で
は
、
初
め

て
と
な
る

「川
内
村
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

作
品
を
来
年
１
月
20
日

ま
で
募
集
し
て
い
る
。

「川
内
村
の
魅
力
発
見

～
写
真
撮
り
さ
、
川
内

村
に
来
て
く
ん
ち

ぇ

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
村

の
人
、
風
景
、
自
然
な

ど
を
切
り
取
っ
た
作
品

の
応
募
を
呼
び
掛
け
て

い
る
。

　
風
景
と
、
人
物

・
イ

ベ
ン
ト
の
２
部
門
で
作

品
を
募
集
。
風
景
部
門

で
は
、
川
内
村
の
田
畑
、

森
林
な
ど
の
風
景
や
、

自
然
に
生
息
す
る
動
植

物
な
ど
で
、
人
物
が
写

っ
て
い
て
も
、
風
景
が

主
体
で
あ
れ
ば
可
能
。

人
物

・
イ
ベ
ン
ト
部
門

で
は
、
村
内
で
撮
影
さ

れ
た
被
写
体
が
人
物
主

体
の
も
の
や
、
村
内
で

開
催
さ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

の
様
子
を
撮
影
し

た
も
の
と
す
る
。

　
１
人
各
部
門
２

点
ま
で
の
応
募
が

可
能
で
、
28
年
４

月
以
降
に
撮
影
し

た
未
発
表
で
他
所

で
応
募
予
定
の
な

い
作
品
に
限
る
。

28
年
４
月
以
降
に

発
表
応
募
票
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
作

品
の
裏
面
に
貼
っ
て
応

募
す
る
こ
と
。
締
め
切

り
は
29
年
１
月
20

日

（当
日
消
印
有
効
）
。

　
作
品
は
、
遠
藤
雄
幸

村
長
や
写
真
愛
好
家
、

報
道
関
係
者
ら
が
審

査
。
最
優
秀
賞
１
点
に

は
、
賞
状
。
賞
金
５
万

円
、
村
の
特
産
品
、
か

わ
う
ち
の
湯
入
浴
券
が

贈
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、

各
部
門
の
優
秀
賞
、
審

査
員
特
別
賞
、
入
選
数

点
な
ど
が
選
ば
れ
る
。

　
応
募
先
、
問
い
合
わ

せ
は
川
内
村
役
場
総
務

課
企
画
政
策
係
＝
〒
９

７
９
―
１
２
９
２
川
内

村
大
字
上
川
内
字
早
渡

11
の
24
、
電
話
０
２
４

０

（38
）
２
１
１
１
、

フ
ァ
ク
ス
０
２
４
０

（38
）
２
１
１
６
＝
ま

で
。

写真を通して魅力発見！

川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト
川内村
初のフォトコンテスト

締切　来年１月20日



　
こ
こ
幾
年
か
、
イ
ノ
シ

シ
に
よ
る
農
作
物
の
被
害

が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
。
双
葉
郡
内
の
場
合
、

長
期
避
難
に
よ
り
、
そ
の

状
況
は
さ
ら
に
深
刻
に
な

っ
て
い
る
。

　
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
を
防

ご
う
と
、
復
興
会
で
も
神

経
を
と
が
ら
せ
、
頭
を
悩

ま
せ
る
。
昨
年
の
試
験
栽

培
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
足

跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
解
決
策
の
１
つ
と

し
て
、
近
年
用
い
ら
れ
て

い
る
の
が
電
気
柵
。
電
線

を
水
田
回
り
に
張
り
巡
ら

せ
、
電
流
を
流
す
。
イ
ノ

シ
シ
の
鼻
が
電
線
に
触
れ

る
と
、
そ
れ
が
ス
イ
ッ
チ

と
な
っ
て
、
電
気
シ
ョ
ッ

ク
が
与
え
ら
れ
る
。
死
に

至
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

い
が
、
イ
ノ
シ
シ
は
シ
ョ

ッ
ク
を
嫌
が
り
、
そ
の
後

は
近
づ
か
な
く
な
る
と
い

う
。

　
作
業
を
行
っ
た
の
は
、

７
月
中
旬
。
柵
を
設
置
し

た
。
作
付
を
し
て
い
る
上

繁
岡
地
内
の
２
カ
所
に
、

町
か
ら
の
補
助
を
得
て
設

置
し
た
。

　
作
業
に
は
、
佐
藤
充
男

代
表
ら
復
興
会
メ
ン
バ
ー

の
ほ
か
、
東
京
電
力
の
社

員
約
10
人
も
加
わ
っ
た
。

漏
電
を
防
ぐ
た
め
、
土
手

の
草
刈
り
を
し
た
後
、
柵

を
設
置
し
た
が
、
２
カ
所

の
作
業
は
予
定
よ
り
も
早

く
、
そ
れ
ぞ
れ
１
日
で
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
鳥
獣
対
策
が
万
全
に
な

っ
た
と
こ
ろ
で
、
後
は
出

穂
を
待
つ
ば
か
り
。
佐
藤

代
表
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま

で
の
と
こ
ろ
、
生
育
は
順

調
だ
と
い
う
。

　

「穂
の
出
る
時
期
に
怖

い
の
は
、
低
温
。
こ
れ
か

ら
花
が
咲
く
と
き
、
太
陽

に
出
て
も
ら
わ
な
い
と
困

る
ん
だ
」
。
気
温
が
14
度

以
下
に
な
る
と
、
実
り
に

赤
信
号
が
灯
る
。
こ
の
時

期
は
、
毎
日
テ
レ
ビ
の
天

気
予
報
を
確
認
す
る
の
を

怠
ら
な
い
。

　
稲
刈
り
の
予
定
は
、
９

月
下
旬
。
無
事
に
収
穫
の

時
を
迎
え
ら
れ
る
か
、
お

天
道
様
の
行
方
を
気
に
す

る
毎
日
は
続
く
。

　

「楢
葉
も
ろ
も
ろ
塾
」

が
７
月
21
日
、
い
わ
き
市

平
上
山
口
の
楢
葉
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー

「空
の
家
」

で
行
わ
れ
た
。

　
26
年
の
ス
タ
ー
ト
か
ら

３
年
目
を
迎
え
た
も
ろ
も

ろ
塾
。
現
在
は
、
毎
月
第

３
木
曜
日
に
、
同
セ
ン
タ

ー
と
楢
葉
町
の
あ
お
ぞ
ら

こ
ど
も
園
を
交
互
に
会
場

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
仕

事
な
ど
に
挑
戦
し
て
き

た
。

　
今
回
は
、
昨
年
12
月
の

実
施
以
来
、
好
評
を
得
て

い
る
そ
ば
打
ち
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
。
町
民
約
10
人
の
ほ

か
、
夏
休
み
中
の
楢

葉
町
の
小
中
学
生
約

20
人
も
初
め
て
の
そ

ば
打
ち
に
挑
戦
し

た
。

　
講
師
は
お
な
じ
み

の
渡
辺
鉄
男
さ
ん

（富
岡
町
）
ら
５
人

の
手
打
ち
そ
ば
名
人

が
務
め
た
。
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
を
身
に

着
け
、
大
人
も
子
ど

も
も
、
汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が

ら

一
生
懸
命
に
そ
ば
粉
を

こ
ね
、
力
加
減
に
気
を
付

け
て
麺
棒
を
伸
ば
し
、
細

さ
を
揃
え
る
よ
う
に
慎
重

に
包
丁
で
切
り
、
約
１
時

間
掛
け
て
完
成
し
た
。

　
打
っ
た
そ
ば
は
土
産
と

し
て
家
に
持
ち
帰
る
こ
と

に
。
昼
食
に
は
、
渡
辺
さ

ん
ら
名
人
た
ち
が
打
ち
た

て
の
そ
ば
を
天
ぷ
ら
そ
ば

で
味
わ
っ
た
。
コ
シ
の
あ

る
麺
に
、
お
代
わ
り
の
声

も
上
が
っ
て
い
た
。

　
今
後
も
、
そ
ば
打
ち
の

ほ
か
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
の

予
定
が
あ
る
。
問
い
合
わ

せ
は
楢
葉
町
社
会
福
祉
協

議
会
＝
電
話
０
２
４
０

（25
）
１
０
７
７
＝
ま
で
。

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

営
農
再
開
の
歩
み

楢
葉
町
・
上
繁
岡
水
田
復
興
会

４

・
鳥
獣
対
策

４

・
鳥
獣
対
策

講師からアドバイスを受けて懸命にそばを打つ参加者 電気柵を張った水田。稲の生育は順調だ
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福
島
大
学
う
つ
く
し

ま
ふ
く
し
ま
未
来
支

援
セ
ン
タ
ー
相
双
地

域
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト

は
、
地
震
、
津
波
、

原
子
力
災
害
を
受
け

た
相

双
地
域

の
復

興
、
住
民
の
帰
還
を

支
援
す
る
拠
点
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
人
に
寄
り
添
い
、

声
に
耳
を
傾
け
、
大

学
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
日
々
実

行
し
て
い
ま
す
。
昨

年

８
月

の
開
設
以

来
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行

っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
１
つ
に
、

「ふ
た
ば
の
明
日
を

考
え
る
会
」
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
▼

震
災
、原
発
事
故
後
、

双
葉
郡
内
８
町
村
の

置
か
れ
て
い
る
状
況

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
り
ま
す
。
町
村
間

の
連
携
が
取
り
に
く

い
、
職
員
同
士
の
交

流
も
難
し
い
と
い
う

話
も
耳

に
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役

場
と
も
、
平
常
の
業

務
に
加
え
て
、
復
興

推
進
の
た
め
の
業
務

に
忙
殺
さ
れ
る
中
、

役
場
職
員
が

一
堂
に

集
ま
り
、
復
興
行
政

の
あ
り
方
や
、
施
策

の
事
例
、
問
題
点
な

ど
を
、
ざ

っ
く
ば
ら

ん
に
語
り
合

っ
て
も

ら
お
う
と
、
昨
年
11

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
▼
会
議
は
毎
月

１
回
、
８
町
村
持
ち

回
り
で
行

っ
て
い
ま

す
。
７
月
は
、
避
難

指
示
が
解
除
さ
れ
た

葛
尾
村
の
村
役
場
を

会
場
に
実
施
し
ま
し

た
＝
写
真
。
毎
回
、

さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を

話
し
合
い
、
情
報
を

交
換
し
ま
す
が
、
現

在
、
進
め
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り

ま
す
▼

「双
葉
郡
便

利
マ
ッ
プ
」
の
製
作
、

そ
れ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
す
。
対
象
と
す

る
の
は
、
主
に
地
区

外
か
ら
視
察
な
ど
で

双
葉
郡
を
訪
れ
る
人

と
し
て
い
る
の
で
す

が
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
や
、
ト
イ

レ
休
憩
が
で
き
る
場

所
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
ご
紹
介
し

よ
う
と
、
現
在
作
業

を
進
め
て
い
ま
す
▼

リ
リ
ー
ス
予
定
は
11

月
で
、
掲
載
項
目
も

決
ま
り
、
各
役
場
が

寄
せ
た
情
報
を
事
務

局
の
サ
テ
ラ
イ
ト
側

で
整
理
す
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。
地
区
外

か
ら
訪
れ
る
人
だ
け

で
な
く
、
郡
内
の
皆

さ
ん
に
も
役
に
立
て

て
い
た
だ
け
る
も
の

に
し
よ
う
と
、
編
集

作
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
発
行
の
際

に
は
、
新
聞
で
も
ご

紹
介
致
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
楽
し
み
に
！

編集
雑記
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